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(本資料は、ドイツ･バイエル社が5月10日に発表したプレスリリースの日本語抄訳版です。）
バイエル2004年 第1四半期業績を発表 
売上および利息・税引き前営業利益（EBIT）は前年の高水準を維持
· 特別費用を除いたEBITは8億2,700万ユーロ
· ヘルスケアとクロップサイエンスの売上は順調に増加
· マテリアルサイエンスおよびLANXESSは増益

バイエル（本社：ドイツ　レバクーゼン、社長：ヴェルナー・ヴェニング）は、2004年第1四半期の業績を発表した。売上は73億6,200万ユーロに達し、ユーロ高に影響されることなく前年同期の73億5,600万ユーロに匹敵する高水準を維持した。法人税2億5,700万ユーロ（前年は3億1,000万ユーロ）を引いたバイエルグループの純利益は、4億ユーロ（前年は5億8,600万ユーロ）となった。
ドイツ・バイエル社のヴェルナー・ヴェニング社長は、今回の業績について「2004年、バイエルは好調なスタートを切った。第1四半期の業績で当社の事業が順調に推移していることが確認された」と述べた。ヘルスケア事業とクロップサイエンス事業（農薬関連）が主に売上増加に寄与し、ポートフォリオと為替調整後の売上は8.6%の増加となった。
2003年12月に独立法人化されたバイエル マテリアルサイエンスと2004年7月に独立法人化予定のLANXESS*の業績が改善され、特別費用を除く利息・税引き前営業利益（EBIT）は、8億2,700万ユーロと前年同期の8億4,100万ユーロに並ぶ高水準となった。特別費用計上後のEBITは8億2,000万ユーロ（前年同期は家庭用殺虫剤事業および保有不動産売却による2億5,500万ユーロの特別利益を含む10億9,600万ユーロ）。
総キャッシュフローは、利払い前・税引き前・償却前利益（EBITDA）の減少、前年に計上した特別費用、および2004年初頭のバイエル従業員米国年金基金への拠出金などにより、31％減の9億8,400万ユーロ。純債務は66億ユーロで、主にクロップサイエンス事業における運転資本の季節的増加により、前年同期比12億ユーロ減となった。
バイエルは、また、経済情勢、特に原料価格の激しい変動を潜在的なリスクとして挙げながらも、2004年通年決算のEBITDAおよび特別費用計上前のEBITは10％以上増加するとみている。
ヘルスケア事業の売上は、21億2,400万ユーロと0.8％増になり、現地通貨建てでは、8.9％の増加。2003年第1四半期計上の家庭用殺虫剤事業の売却益を含む特別利益を調整すると、2004年第1四半期のEBITは前年比1,100万ユーロ減の2億7,700万ユーロとなる。2003年に医療用医薬品事業部門が発売した勃起不全治療薬｢レビトラ｣の売上は好調**で、2004年第1四半期だけで6,600万ユーロに達した。
クロップサイエンス事業は、4.3％増の17億3,200万ユーロの売上を達成した。為替およびポートフォリオ調整後の売上は16.2％の増加となる。EBITは3億7,900万ユーロに減少した（前年は4億4,700万ユーロ）。しかし、アベンティス クロップサイエンス社の買収に伴い、反トラスト法の条件を満たすため製品を売却した影響で、2003年第1四半期に計上した1億2,000万ユーロ以上の利益と事業売却益を除くと、EBITは前年同期の水準を大幅に上回った。
マテリアルサイエンス事業は、18億7,700万ユーロの売上（2003年は18億6,700万ユーロ）となった。為替およびポートフォリオ調整後の売上は8.2％増加し、同事業の特別費用計上前EBITは21.6％増の1億3,500万ユーロに改善した。この好調な業績には、ポリウレタン事業における設備稼働率の上昇と利益率の改善が寄与している。LANXESSの売上は2.1％減の14億7,800万ユーロ（前年は15億900万ユーロ）となったが、現地通貨建てでは2.2％増加した。特別費用計上前のEBITは5,600万ユーロ増の7,500万ユーロへと改善した。利益改善は、コスト削減プロジェクトによる経費節減、化学品中間体および機能性プラスチック事業の売上増によるものである。
＜将来予想に関する記述（Forward-Looking Statement）＞
このニュースリリースには、バイエルグループの経営陣による現在の想定および将来の予測に基づく将来予想に関する記述（Forward-Looking Statement）が含まれています。様々な未知・既知のリスク、不確実な要因、その他の要因により、将来の実績、財務状況、企業の推移または業績と、当文書の予測との間に大きな相違が生じることがあります。これらの要因には、フランクフルト証券取引所および米国証券取引委員会（書式20-Fを含む）に提出の当社の公開報告書に説明されているものが含まれます。バイエルは、これらの予示的表現を更新し、将来の出来事または情勢に適合させる責任を一切負わないものとします。
バイエルについて
バイエル（www.bayer.com）は研究開発を基盤とする成長志向のグローバル企業であり、今後、
ヘルスケア、農薬関連、先端素材の3つの領域において中核事業に専念していく方針である。これにともない、既存の化学品事業と高分子材料事業の一部を新会社｢LANXESS｣に移管し、2005年初頭までに株式市場への新規上場を予定している。
バイエルグループは｢持続的な発展｣を企業理念に掲げ、経済成長、環境保全、企業の社会的責任において調和のとれた活動をグローバルに展開している。
全世界の従業員数は115,400人(2003年末)。2003年の売上は286億ユーロ。設備投資には17億ユーロ、研究開発には24億ユーロを投入した。
日本のバイエルについて
日本においてバイエルは、発売以来すでに100年以上経過している解熱・鎮痛剤「アスピリン」を発明した会社として知られている。日本のバイエルは、医薬、診断薬、動物薬に代表されるヘルスケア分野から、食糧の安定供給を目的とする農薬関連分野、さらにポリウレタンやポリカーボネートなどの革新的な先端素材分野まで、人々の健康や暮らし、産業にかかわる社会の幅広い領域で付加価値の高い製品･サービスを提供している。日本におけるバイエルグループ全体の2003年の売上げは2,170億円で、従業員数は約2,700名。 バイエルにとって、日本は世界第3位の市場。
2004年5月12日、東京
Bayer Ltd./Corporate Communications (04#11j)

この件に関するお問い合わせ先：
バイエル株式会社 コーポレート・コミュニケーションズ
三瓶（みかめ）、長谷川 (Tel. 03-3280-9785,  Fax. 03-3280-9789)






* LANXESSは、バイエル ケミカルズ社とバイエル マテリアルサイエンスのゴム、ABS樹脂関連事業などを統合し、新会社として発足予定


** ｢レビトラ｣の日本での上市は2004年6月下旬予定
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